
平成15年度第2回例会議事概要

平成１５年度第２回例会が下記のとおり開催された。

日 　 時 � 平成１５年９月２５日　12:00～13:00
場 　 所 � 苫小牧市テクノセンタ－会議室（苫東柏原地区）
出 席 者 � 立地企業２７社２９名、苫小牧市テクノセンター１名、(財) 道央産業技術振興機構１名
� 北海道開発局室蘭開発建設部 苫小牧港湾建設事務所１名、早来町土地開発公社１名
� (株) 苫東　１０名　（計４３名）

平成15年9月25日
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１ 盗難被害について

●  (株)スガテックから２トントラックの盗難、村上鉄筋(株)
から事務所荒らし（盗難被害なし）について報告があっ
た。市内で同様な犯罪が頻発していることから、十分な
注意が必要。

●  事務局としても、苫東地域のセキュリティの確保について、
皆さんのご意見をいただきながら、勉強していきたいと
考えているので、よろしくお願いしたい。

・また、現在の港湾計画は常に効果を検証しながら投資をして

いく形にならざるを得ない状況にある。

・そこで、港湾整備による経済効果は、極めて大きなものである

ことを証明するため、港の利用や建設により生じた「利用効

果」、「波及効果」、「事業効果」などをデータとして示す

とともに、数量的に示すことが困難な社会的効果についても

定性的効果として表すこととした。

→パンフレット「みなとが運ぶ地域の未来　苫小牧港整備効果」

・これらの分析を行うことで、今後の課題や求められる対応を整

理し、将来の苫小牧港の整備方針の検討に役立てていくこと

にしている。２ 最 近 の 話 題

「サニックスエナジー　本格運転開始」
株式会社サニックスエナジー苫小牧発電所　楠田所長

・北海道電力と買電契約が成立し、本格的な営業発電が開始され
た。１０月２１日には、これを記念して発電所の「竣工式」を
行うことになった。今後ともよろしくお願いしたい。

� 日　時� 平成１５年１０月２１日（火）１０時から
� 場　所� (株)サニックスエナジー苫小牧発電所

「苫小牧東部地域利用アイデア募集」審査結果
エイト建設株式会社　矢部会長

・苫小牧商工会議所の建設部会が主体となって、今年４月から
６月の間に一般公募を行った。

・予想以上の反応があり、全国から一般の部については１０５
作品、学生の部については３５作品の応募があった。

・８月４日に入選作品の選考を行い、同月２６日にグランドホ
テルニュー王子で表彰式を行った。

・全作品に目を通させていただいたが、入選作以外にも優れた
アイデアが数多くあり感心した。

・これれらすべてのアイデアを、今後の苫東開発の参考にして
いかなければならないと考えている。

　※商工会議所のＨＰで入賞者の作品を閲覧できます。
　（http://cci.tomakomai.or.jp/toubu/toubukecka.htm）

「ＮＴＴ Ｂフレッツ」のサービス提供について
事務局

・昨年１２月の第３回例会において、村上鉄筋(株)と西田鉄

工(株)から要望があったインターネット回線のブロードバン

ド化については、これまで懇話会及び苫小牧市からＮＴＴ苫

小牧支店に対し要請活動を行ってきたが、この度、柏原地区

にＮＴＴの「Ｂフレッツ（光ファイバー）」サービスが提供

されることになった。

・１１月２８日にサービスが開始される。

・来週以降、ＮＴＴ苫小牧支店が柏原地区の会員の皆様を営業訪

問する予定。多くの会員の皆様の加入をお願いしたい。

・契約は、会員とＮＴＴの間で個別に行っていただくことになる

ので、ご承知願いたい。

苫 小 牧 東 部 地 域 の 近 況 に つ い て
株式会社 苫東　続木社長

・新規の立地は、依然として厳しい状況。

・しかし、８月に高規格幹線道路が厚真から鵡川まで延長され、

来年度は、道道新千歳空港線、静川美沢線の整備が完了する

。また、東港では国際多目的ターミナルが一部供用となる。

・これらのインフラ整備をインセンティブに苫東を積極的にＰＲ

していきたい。

・地域の話題としては、苫小牧でバイオマス研究会の設立に向け

た準備作業が行われている。当社も積極的に参画したい。「 苫 小 牧 東 港 の 情 勢 に つ い て 」
室蘭開発建設部苫小牧港湾建設事務所　上西所長

・苫小牧港は開港４０年を迎え、現在は工業・流通の拠点港と
なっている。

・しかし、過去の「苫東計画の破綻」のイメージから、東港整
備の必要性を問うような考えを持つ方もいる。

３ そ の 他

a「アイリスタウンの分譲案内（ＰＲ）」
早来町土地開発公社　奥田事務局長


